
(問題6の続き)

間 3 次の文を読んで,設間(1)～ (4)に答えよ。
自然長が ι。でバネ定数が たのバネが 2本

あ り,各々の一端を,質量が れ で大きさ
が無視できる物体 Aに結びつけ,他端を
固定点 Pと Qに接続する。PQ間の距離
は 2Lと する。Pと Qの中点 0を原点と
して,Qに 向かう向きに χ軸を: これと
垂直に y軸を設定する (図 3a)。 物体 Aは
χy平面内で運動するものとし,重力は無
視せよ。なお,必要に応 じて微小なθにつ
いての近似式,た とえば

sin θ tt tan θ tt θ′

cos θ笙1-θ 2/2笙 1,

(1+θ )γ 笙 1+γθ

を用いてよい (γ は実数 )。

(1)L>ι。とする。このとき物体 Aを手で点 0か ら χ車由に沿って α(>0)だ け変位さ
せ静かに手を離すと (図 3b),物体 Aは

'軸
に沿って振動する。この振動の角振

動数を求めよ。ただし,α ≪Lと する。

(2)ι >ιOと する。このとき物体 Aを手で点 0か ら y軸に沿って わ(>0)だ け変位さ
せ静かに手を離すと (図 3c),物体 Aは y軸に沿って振動する。この振動の角振
動数を求めよ。ただし,わ ≪Lと する。

(3)L<ι。とする。このとき物体 Aを手で点 0か ら y車由に沿ってある距離 s(>0)だ

け変位させて静かに手を離すと,物体 Aはそのまま静止する。 sを求めよ。
(4)L<ι。とする。このとき物体 Aを手で点 0か ら y車由に沿って ε(>0)だ け変位さ

せて静かに手を離すと,物体 Aは y軸に沿って点 0か ら離れていく。その理由を
説明せよ。ただし;ど ≪sかつ θ≪ Lと する。
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